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グリーンランド北西部の氷河雪氷中の窒素の起源と表面微生物への影響
The sources of nitrogen and its effect on microbes on glacial snow and ice in the
northwest Greenland
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グリーンランド氷床は近年予測を上回る速さで融解しており，その融解量は単に気温の上昇だけでは説明でき
ないことがわかってきた．気温以外の融解の原因の一つとして注目されているのが，氷床表面のアルベドの低
下，いわゆる暗色化である．氷床表面のアルベドの低下は日射の吸収を増やすため，氷床の融解が促進される
のである．アルベドの低下は，主に氷床表面の雪氷に含まれる不純物によって引き起こされることがわかって
いる．特に氷床の辺縁部の裸氷域では暗色化が顕著であり，その原因は微生物が形成する黒色の微生物複合
体，クリオコナイトであることが明らかになっている．このような生物学的氷河の暗色化過程を理解するに
は，微生物の栄養塩の一つである氷河上の窒素の起源と微生物利用を定量的に明らかにする必要がある．そこ
で本研究では，2012年から2014年にかけてグリーンランド北西部のカナック氷帽から採取した雪氷の無機窒素
濃度と溶存硝酸イオンのOおよびN 同位体比，不純物の有機物成分のC およびN 同位体比を測定し，グリーンラ
ンド上の窒素供給源およびその微生物利用について考察した． 
カナック氷帽の積雪および氷河氷には0.9 –4.1 ueq l-1の硝酸が含まれていたが，アンモニアや亜硝酸はほと
んど含まれていなかった．このことは大気由来の硝酸および氷体内に蓄積されていた過去の硝酸が，氷河の主
な窒素供給源であることを示している．硝酸同位体比の分析の結果，そのほとんどは微生物由来ではなく大気
由来であること，また積雪中の硝酸は人為起源窒素であるのに対し，氷体内の窒素は自然起源の窒素であるこ
とを示していた．また氷河上の微生物を含む有機体窒素の同位体比は，人為起源硝酸の窒素同位体比に一致し
た．以上の結果から，グリーンランド氷床上の微生物は，大気由来の人為起源窒素を主な栄養塩として利用し
ていることがわかった．このことは，大気由来の窒素供給が氷床上の微生物活動に影響し，暗色化に寄与する
可能性を示している．
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